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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】麻疹ウイルスワクチン株CAM-70における弱毒化の機構について検討した。またCAM-70株の 
親株であるTanabe株とゲノム配列を比較し、弱毒化に関与する変異の特定を試みた。





増殖を末梢血リンパ球および単球由来樹状細胞で測定した。（6) H タンパク質発現プラスミドに変 
異を導入し細胞融合低下に関わるアミノ酸を検討した。
【結果】（l)CAM-70株と比較しCD46およびSLAM結合に関わるアミノ酸が異なっていた。（2 KAM-70 
株のHタンパク質は細胞融合能が低下していた。CD46発現細胞では特に顕著だった。（3) CAM-70 H 
タンパク質を持つ組換えウイルスはCD46発現細胞およびSLAM発現細胞で増殖低下が見られた。CD46 
発現細胞では特に顕著だった。（4) CAM-70株は、CD46発現細胞およびSLAM発現細胞で若干の増殖 
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